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いせ志穂 
盛岡市議会議員

（市民会議）

お手伝いください
　いせ志穂事務所と市民会議はボランティアとカンパ
で運営されています。このニュースを知人に見せてく
ださい。ポスティングなどお手伝いいただける方は、ぜひご協力をお願いします。

カンパのお願い
　議員歳費の多くを活動につぎ込んできましたが、やるべき事が増え
る一方、議員歳費を減額。それにともない赤字が続いています。この
ご時世大変心苦しいお願いですが、カンパもよろしくお願いします。
郵便振替口座　02230-8-52327　伊勢志穂

盛
岡
市
も
前
向
き

　
「
子
ど
も
達
が
、
駅
建
設
に
参

加
す
る
こ
と
で
地
域
に
愛
着
を
持

つ
よ
う
に
な
る
」
と
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
開
催
。「
こ
ん
な
駅
を
作

っ
て
欲
し
い
」
と
市
に
要
望
書
を

提
出
し
ま
し
た
。現
在
盛
岡
市
は
、

実
際
の
建
設
に
ど
こ
ま
で
子
供
た

ち
を
参
加
さ
せ
ら
れ
る
か
検
討
中

で
す
。

み
ん
な
の
力
で
つ
く
る
街

　
「
青
山
小
学
校
の
校
庭
は
こ
の

辺
の
人
た
ち
の
手
で
つ
く
っ
た
ん

だ
」と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

役
所
ま
か
せ
に
す
る
の
で
は
な

2005 年 1 月 29 日 ( 土 )

盛岡劇場タウンホール

盛岡市松尾町３- １　℡ 622-2258

第 １ 部 13:30 ～ 15:00

　　　パネルディスカッション

　　「 子どもの社会参画を考える」

第２部 15:10 ～ 16:30

　　　交流会 （茶話会）

参加費　　一　般　1,000 円

　　　　　　　　大学生　　500 円　　

　　　　　　　　（高校生以下無料）

主　催  みんなでつくる青山銀河

　　　　　　　ステーションの会

連絡先　090-2973-4035　( 金野 )

市
民
の
手
で
未
来
を
作
ろ
う

　

税
収
の
落
ち
込
み
と
借
金
の
返

済
に
よ
り
国
も
地
方
も
深
刻
な
財

政
危
機
で
す
。
こ
れ
は
逆
進
性
の

強
い
消
費
税
の
導
入
と
公
共
投
資

　

本
年
十
二
月
開
業
予
定
の
Ｉ
Ｇ
Ｒ
・
い
わ
て
銀
河
鉄
道
青
山
新
駅
の

駅
舎
を
、
市
民
・
行
政
・
企
業
の
協
働
で
造
ろ
う
と
い
う
運
動
を
「
み

ん
な
で
つ
く
る
青
山
銀
河
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
会
」
が
進
め
て
い
ま
す
。

　

一
緒
に
新
し
い
駅
を
作
り
ま
せ
ん
か
？左記の活動も紹介されます。

ぜひご参加ください。

青
山
新
駅
�
駅
舎
�
�
�
�
�
�
�
�
�

く
、
み
ん
な
で
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出

し
、
力
を
合
わ
せ
て
青
山
駅
の
建

設
を
し
ま
し
ょ
う
。そ
う
す
れ
ば
、

き
っ
と
親
し
み
の
あ
る
使
い
や
す

い
駅
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
作
業

を
通
し
て
、
信
頼
関
係
や
親
し
い

あ
い
だ
が
ら
が
生
ま
れ
る
と
思
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
「
青
山

新
駅
づ
く
り
」に
ご
参
加
下
さ
い
。

二
�
�
五
年
初
頭
�
�
�
�
�

                ―

�

明
日
�
盛
岡
�
岩
手
�
日
本�―

の
乱
発
な
ど
が
原
因
で
す
が
、
政

府
も
官
僚
も
ま
っ
た
く
責
任
を
取

ろ
う
と
し
ま
せ
ん
。

　

今
後
の
方
向
を
市
民
が
真
剣
に

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
が

来
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
う
す
れ
ば
で
き
る

盛
岡
の
財
政
再
建

　

一
九
八
五
年
か
ら
二
〇
〇
三
年

ま
で
の
盛
岡
市
一
般
会
計
決
算
か

ら
作
成
し
た
の
が
上
の
グ
ラ
フ
で

す
。
公
債
費
の
割
合
が
急
速
に
増

え
て
い
る
の
は
九
十
年
代
の
ツ
ケ

で
す
が
、
ピ
ー
ク
は
こ
こ
二
〜
三

年
。
次
の
対
応
を
行
な
え
ば
、
危

機
的
状
態
か
ら
抜
け
出
せ
る
と
思

い
ま
す
。

○
公
共
事
業
見
直
し
・
凍
結

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
集
会
�
�
�
�
�
一
歩

市長に要望書を手渡す

○
職
員
・
議
員
報
酬
の
削
減

○
市
が
出
資
す
る
法
人
の
整
理

○
病
院
・
卸
売
市
場
な
ど

　

恒
常
的
赤
字
施
設
の
経
営
改
善

二
〇
〇
七
年
は
政
治
決
戦

　

国
も
基
本
は
同
じ
。
一
向
に
解

決
に
向
か
わ
な
い
の
は
、
官
僚
に

よ
る
政
治
を
追
認
し
て
い
る
だ
け

だ
か
ら
で
す
。

　

政
治
を
大
き
く
動
か
せ
る
と
す

れ
ば
、
統
一
地
方
選
、
衆
・
参
院

選
、
市
長
選
が
行
わ
れ
る
予
定
の

二
〇
〇
七
年
。

　

今
年
か
ら
の
二
年
間
は
、「
新

し
い
社
会
の
将
来
像
」
を
皆
さ
ん

と
一
緒
に
考
え
な
が
ら
、
準
備
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

単位%　85年を 100 とした増加率



(2)(3)
　

経
営
難
に
あ
え
ぐ
競
馬
組
合

へ
の
五
十
億
円
融
資
を
含
ん
だ

岩
手
県
一
般
会
計
補
正
予
算
案

は
、
昨
年
十
二
月
の
県
議
会
で

否
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受

け
て
増
田
知
事
は
競
馬
組
合
の

構
成
団
体
で
あ
る
盛
岡
市
・
水

沢
市
に
融
資
を
申
し
入
れ
両
市

長
は
負
担
に
応
じ
る
姿
勢
で
す
。

　

も
し
競
馬
組
合
が
破
綻
し
た

場
合
、
清
算
の
た
め
に
盛
岡
市

財
政
再
建
�
口
実
�
消
費
税
増
税
�
�
�
�

消
費
税
率
を
上
げ
れ
ば

景
気
は
ど
ん
底
に　

　

昨
年
十
月
二
十
八
日
、
谷
垣

禎
一
財
務
相
は
参
院
財
政
金
融

委
員
会
に
お
い
て
、
二
〇
〇
七

年
度
に
消
費
税
率
を
引
き
上
げ

る
方
向
で
検
討
す
る
意
向
を
示

し
ま
し
た
。

　

グ
ラ
フ
は
一
九
九
六
年
か
ら
の

消
費
水
準
指
数
（
上
）
と
小
売
業

販
売
額
（
下
）
で
す
。
縦
線
部
が

消
費
税
増
税
時
の
九
七
年
四
月
で

す
が
、
明
ら
か
な
消
費
の
落
ち
込

み
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

格
差
是
正
の
税
制
改
革
を

　

国
内
外
の
所
得
格
差
の
増
大
が

景
気
低
迷
の
一
番
の
理
由
で
す
。

逆
進
性
の
強
い
消
費
税
導
入
で
は

な
く
、
年
収
三
千
万
円
以
上
ま
た

は
資
産
一
億
円
以
上
を
持
つ
人
た

ち
に
対
す
る
増
税
を
行
う
べ
き
だ

と
私
は
考
え
ま
す
。

原
油
高
騰
で
イ
ン
フ
レ
懸
念

　

昨
年
の
夏
、
ロ
シ
ア
の
大
手
石

油
会
社
の
破
綻
・
イ
ラ
ク
戦
争
・

ア
メ
リ
カ
の
テ
ロ
懸
念
な
ど
を
理

由
に
原
油
価
格
が
急
騰
し
、
こ
れ

に
伴
っ
て
電
力
や
ガ
ス
料
金
な
ど

も
値
上
げ
に
な
り
ま
し
た
。
イ
ン

フ
レ
へ
の
転
換
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
間
は
デ
フ
レ
傾
向
が

強
く
物
価
が
抑
え
ら
れ
て
い
た
せ

い
で
、
個
人
所
得
が
減
っ
て
も
何

と
か
や
っ
て
こ
れ
た
部
分
が
あ
り

ま
す
。
一
部
に
「
国
や
自
治
体
の

借
金
返
済
の
た
め
に
は
多
少
の
イ

ン
フ
レ
に
な
っ
た
方
が
よ
い
」
と

い
う
発
言
が
あ
り
ま
す
が
、
と
ん

で
も
な
い
こ
と
で
す
。

税
源
の
地
方
移
譲
を
進
め

行
政
改
革
を

　

行
政
が
行
な
う
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
大
部
分
を
担
っ
て
い
る
の
は
地

方
自
治
体
で
す
。
し
か
し
、
多
く

の
事
業
の
財
源
と
許
認
可
権
を
握

っ
て
い
る
の
は
国
家
官
僚
で
し
た
。

　

財
政
危
機
と
景
気
低
迷
が
続
く

現
在
、
国
民
が
本
当
に
必
要
と
し

て
い
る
事
業
を
選
択
し
行
な
わ
せ

る
た
め
に
は
、
国
か
ら
地
方
へ
の

早
急
な
税
源
移
譲
が
必
要
で
す
。

　

自
分
た
ち
の
保
身
の
た
め
に
税
源

移
譲
に
抵
抗
す
る
一
部
の
官
僚
や
族

議
員
を
許
さ
ず
、
行
政
改
革
を
断
行

す
る
こ
と
こ
そ
、
現
在
の
政
治
・
経

済
危
機
を
乗
り
切
っ
て
い
く
道
だ
と

思
い
ま
す
。

　

ご
存
じ
で
す
か
？

　

母
子
寡
婦
家
庭
へ
の　

無
利
子
・
低
利
子

　

貸
付
制
度

　

起
業
、
技
能
修
得
、
生
活
、

就
学
支
度
な
ど
へ
の
貸
付
制
度

が
あ
り
ま
す
。
対
象
は
、

①
未
成
年
を
扶
養
し
て
い
る　

配
偶
者
の
い
な
い
女
子

②
父
母
の
い
な
い
未
成
年
者

③
以
前
母
子
家
庭
だ
っ
た
母

④
配
偶
者
の
い
な
い
四
十
歳　

以
上
の
女
子

(

③
④
に
は
所
得
制
限
あ
り)

　

詳
し
く
は
い
せ
志
穂
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

個人消費動向
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�
競
馬
組
合
�
融
資
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

が
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
金

額
は
四
十
〜
五
十
億
円
。（
十
二

月
市
議
会
答
弁
よ
り
）
現
在
の
盛

岡
市
の
財
政
状
況
で
は
、
非
常
に

難
し
い
金
額
で
す
。

　

し
か
し
、
競
馬
事
業
再
建
の
見

通
し
が
明
ら
か
で
な
い
時
点
で
融

資
を
行
な
う
の
は
、
問
題
の
先
延

ば
し
以
外
の
何
物
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
負
債
が
更
に
膨
ら
ん
で
か
ら

破
綻
し
て
し
ま
え
ば
、
投
入
し
た

税
金
が
水
泡
と
化
す
最
悪
の
シ
ナ

リ
オ
と
な
り
ま
す
。

　

競
馬
組
合
所
有
の
施
設
売
却
に

め
ど
を
つ
け
る
こ
と
、
事
業
の
悪

化
に
つ
い
て
原
因
解
明
と
責
任
の

所
在
を
明
確
に
す
る
こ
と
な
し
に
、

谷
藤
市
長
は
融
資
負
担
に
関
す
る

テ
ー
ブ
ル
に
着
く
べ
き
で
は
な
い

と
私
は
考
え
ま
す
。

　

指
定
管
理
者
制
度
と
は
、
今
ま

で
財
団
や
公
社
な
ど
の
公
共
的
団

体
に
限
定
さ
れ
て
い
た
公
の
施
設

の
管
理
を
、
民
間
の
事
業
者
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

な
ど
も
含
め
て
広
く
公
募
し
、
費

用
・
企
画
な
ど
の
提
案
内
容
か
ら

判
断
し
て
委
託
し
て
い
こ
う
と
い

う
制
度
で
す
。

　

市
民
と
行
政
の
協
働
を
進
め
る

文
化
会
館
�
�
�
�
�
施
設
�
運
営
�
�
�
�
考
�
�
会

日
時　
　

一
月
三
十
日
（
日)　

午
後
一
時
〜
四
時

会
場　
　

キ
ャ
ラ
ホ
ー
ル(

都
南
文
化
会
館)　

　
　
　
　

盛
岡
市
永
井
二
四
‐
十
‐
一　

℡　

六
三
七
‐
六
六
一
一

主
催　
　

盛
岡
市　
　

盛
岡
市
教
育
委
員
会

協
働
�
観
点
�
�

指
定
管
理
者
制
度
�
�
�
�
考
�
�
�

上
で
も
、
ま
た
、
今
ま
で
一
部
の
財

団
や
公
社
が
事
実
上
の「
天
下
り
先
」

に
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、
私
は

こ
の
制
度
に
期
待
を
し
て
い
ま
す
が
、

導
入
に
反
対
を
し
て
い
る
人
た
ち
も

い
る
の
が
事
実
。

　
「
考
え
る
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す

の
で
ご
参
加
い
た
だ
き
、
多
く
の
皆

さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。　

自
衛
隊
は

イ
ラ
ク
か
ら
撤
退
を

　

昨
年
十
一
月
三
十
日
、
政
府

は
戦
闘
状
況
に
あ
る
イ
ラ
ク
へ

の
自
衛
隊
派
遣
を
、
今
年
十
二
月

ま
で
延
長
し
ま
し
た
。

　

莫
大
な
税
金
（
当
初
予
算
で
約

四
百
億
円
）
を
か
け
、
自
衛
隊
員

の
命
を
危
険
に
さ
ら
し
て
も
、
イ

ラ
ク
国
内
で
は
米
軍
の
手
先
と
見

ら
れ
、
反
日
感
情
が
高
ま
っ
て
い

る
と
い
う
報
道
も
。

　

昨
年
末
、
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
に

よ
る
大
規
模
な
被
害
が
あ
り
ま
し

た
。
日
本
は
ア
メ
リ
カ
の
戦
争
に

協
力
し
て
い
る
場
合
で
は
な
い
は

ず
で
す
。

消費税率アップ


